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第1章　製品概要

1　プログラム概要
概要

本製品はWebアプリのためインストールの必要がなく、インターネットに接続できる環境があれば、PCやタブレット端末やス
マートフォン等、デバイスを選ばず主要な Webブラウザで気軽に利用することが出来ます。さらにユーザアカウント毎に環境
が用意されるため、別々の端末でも同様の設定やサービスが利用できます。 
例えば、会社のPCで作成したデータを、外出先ではタブレット端末やスマートフォンで利用でき、複数の作業者が共同で編
集を行うなど、高い利便性を実現します。
 
また本製品ではUC-1設計シリーズ製品「擁壁の設計・3D配筋」との連携が可能です。本製品で自動設計後にデータファイ
ル（*.F8R）をエクスポートし、「擁壁の設計・3D配筋」で読み込み、詳細設計や計算書，図面の出力といった流れが可能で
す。

適用基準

適用基準（常時） 土工指針(H24)、宅地防災、土地改良

適用基準（地震時） 逆T型、L型、逆L型、重力式、もたれ式

基礎形式 直接基礎

土圧式 試行くさび法、クーロン(物部・岡部)、クーロン(修正物部・岡部)

計算対象
安定計算：偏心量、滑動安全率、地盤反力度
部材照査：曲げ応力度、せん断応力度
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2　フローチャート

開始

入力ページ

計算

結果ページ

終了

初期入力

形状

材料

荷重

自動配筋
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第2章　操作ガイダンス(UC-1Cloud 自動設計 擁壁 Ver.2)

1　モデルを作成する
ここでは、製品添付の「Sample_1_土工指針_逆Ｔ型」を新規に作成することを目的とし、説明を進めます。
各入力項目の詳細については製品の【ヘルプ】をご覧ください。
（使用サンプルデータ：Sample_1_土工指針_逆Ｔ型）

 

擁壁
ログインすると、アプリケーションを選択する画面が表示され
ます。「擁壁」を押します。

ログイン
ブラウザよりURLへアクセスすると、ログイン画面が表示され
ます。
データベース、ユーザ名、パスワードを入力しログインします。

操作ガイダンスムービー
Youtubeへ操作手順を掲載しております。
UC-1Cloud 自動設計 擁壁 Ver.2
https://www.youtube.com/watch?v=2HvJ9N4L7e4
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新規作成
メイン画面が表示されます。
新規作成を押します。

作成
モデルの名前を入力し、作成を押します。

自動設計
設計モードで「詳細入力設定」を選択します。
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1－1　初期入力
初期入力を行います。

1－2　形状
形状の設定を行います。

躯体形状

形状
形状-躯体形状をチェックします。

<全高  ：5.500m>
<底版高  ：0.600m>
<天端幅  ：0.500m>
<つま先版幅 ：0.700m>
<かかと版幅 ：3.000m>
<竪壁前面勾配 ：0.100>
<竪壁背面勾配 ：0.000>

土圧式で「自動」の場合は、全土圧式での計算を行い、擁壁に
とって最も危険な結果となった土圧式を自動的に選択します。

初期入力
初期入力をチェックします。

<基準名称：土工指針>
<形状タイプ：逆T型>
<土砂形状：水平-勾配-水平>
<自動配筋、L1、L2地震時の照査：チェックオン>
<土圧式：自動>
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土砂形状

1－3　材料
材料の設定を行います。

躯体材料

土砂材料

形状
形状-土砂形状をチェックします。

<勾配  ：2.000>
<盛土高  ：0.800m>
<水平部分長 ：1.800m>

材料
材料-土砂材料をチェックします。

下記設定を行います。
<裏込め土：砂および砂れき>
<支持地盤：砂れき>
<栗石を敷く：チェックオン>

材料
材料-躯体材料をチェックします。

下記設定を行います。
<鉄筋コンクリート：24.5>
<水：9.8>
<使用鉄筋：SD345>
<コンクリートσck：24>
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1－4　荷重
荷重入力を行います。

1－5　自動配筋
自動配筋入力を行います。

荷重
荷重をチェックします。

下記内容を設定します。

<積載荷重：10.00>
<水位：0.000m>
<地域区分：A>
<地盤種別：I種>

自動配筋
自動配筋をチェックします。

下記内容を設定します。

<最小鉄筋径：D13>
<最大鉄筋径：D51>
<基準ピッチ：125mm>
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2　計算を確認する
入力した内容を自動計算し、内容を確認します。

総括表

設計断面の応力度照査結果を抽出して表示します。

計算
ボタンを押して、自動計算を行います。

総括表
全ての計算結果を一覧形式で表示します。
常時ケースにおける安定計算結果は、「載荷位置a」「載荷位置
ｂ」の両方の計算を行ったうえで、擁壁に不利となる方の結果
を表示します。
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安定計算

安定計算の設計断面の応力度照査結果を抽出して表示します。

竪壁

竪壁の設計断面の応力度照査を抽出して表示します。

つま先版

つま先版の設計断面の応力度照査を抽出して表示します。

安定計算
作用力の集計及び偏心量，滑動安全率，地盤反力度の照査結
果を表示します。
常時ケースの結果は、「載荷位置a」「載荷位置ｂ」の両方の計
算結果を表示します。

竪壁
部材毎に曲げ及びせん断の照査結果を表示します。

つま先版
部材毎に曲げ及びせん断の照査結果を表示します。
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かかと版

かかと版の設計断面の応力度照査を抽出して表示します。

3　ファイルのエクスポート

「データ管理」から「データダウンロード」を選択します。

かかと版
部材毎に曲げ及びせん断の照査結果を表示します。
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第3章　操作ガイダンス(擁壁の設計・3D配筋)

1　データを連携させる
ここでは、第1章でUC-1 Cloud自動設計擁壁にて作成したデータを、擁壁の設計・3D配筋へ連携・確認することを目的とし、
説明を進めます。 
各入力項目の詳細については製品の【ヘルプ】をご覧ください。 
（使用サンプルデータ：Sample_1_土工指針_逆Ｔ型）

ファイルを開く
ファイルを開くをチェックして、確定ボタンを押します。
UC-1 Cloud自動設計擁壁で作成したデータを開きます。
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2　計算を確認する
入力した内容を自動計算し、内容を確認します。

2－1　結果総括
安定計算及び部材設計における照査結果を項目毎に一覧形式で表示します。

計算確認
ボタンを押して、自動計算を行います。

判定一覧
照査結果をOK／NG形式で表示します。
判定一覧においてNGがある場合は、この箇所をクリックする
ことにより詳細結果にジャンプすることができます。

計算結果
数値を併記表示します。
計算結果を換算係数（9.80665）で簡易変換して、他方の単
位 系で確 認するには「単位 系切 替」ボタン及びコマンド（ 
CTL+T） によって画面上にて値を切替します。
 
照査結果は、許容値を満足していない時は項目内を赤表示し 
ます｡また、荷重ケース（荷重状態＋水位状態）が複数指定され 
ている場合は、計算結果の中で不利な状態の照査結果を表示 
してします。

印刷
ボタンクリックで、印刷・保存することが可能です。
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2－2　安定計算

2－3　部材設計
部材設計における照査結果を項目毎に一覧で表示します。

竪壁

つま先版

安定計算結果
安定計算の照査結果を項目毎に一覧表で表示します。

照査結果は、許容値を満足していない時は項目内を赤表示し 
ます｡ 赤表示している項目をクリックした場合には、画面下部
にエラーの原因と考えられるガイド表示を行いますので、この
項目をクリックすることにより該当する設定が必要な入力画面
にジャンプします。

照査結果は、許容値を満足していない時は項目内を赤表示し 
ます｡ また、赤表示している項目をクリックした場合には、画面
下部 にエラーの原因と考えられるガイド表示を行いますので、
この項目をクリックすることにより該当する設定が必要な入力
画面にジャンプします。
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かかと版

3　計算書を作成する
入力データ、結果一覧、結果詳細、数量計算書を出力することができます。

3－1　入力データ
入力データを出力します。

オプション
表示するデータ名，データコメント，一般事項のタイトル，コメ 
ントを選択します。

各項目を選択して、<プレビュー>ボタンをクリックします。

計算書作成
ボタンを押して、計算書の作成を行います。
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3－2　結果一覧
計算結果を集計表の形式で出力します。

F8出力編集ツール
FORUM8製品から出力されたデータをプレビュー、印刷、他の 
ファイル形式への保存を行うことができます。また、ソースの 
編集を行うことで文章を修正することができます。

F8出力編集ツールが起動し、入力データの報告書プレビュー 
が表示されます。

オプション
表示するデータ名，データコメント，一般事項のタイトル，コメ 
ントを選択します。

荷重
①全ての荷重ケース：計算した全ての荷重ケースの計算結果を 
表示します。 
②常時、地震時の最大危険時：常時，地震時の各ケースの中で 
危険な計算結果のケースのみ表示します。 
③最大危険時：全てのケース中で危険な計算結果のみ表示し 
ます。 

各項目を選択して、<プレビュー>ボタンをクリックします。

F8出力編集ツールが起動し、結果一覧の報告書プレビューが 
表示されます。
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3－3　結果詳細
計算過程等の詳細な結果を出力します。

オプション
表示するデータ名，データコメント，一般事項のタイトル，コメ 
ントを選択します。

荷重
①全ての荷重ケース：計算した全ての荷重ケースの計算結果を 
表示します。 
②常時、地震時の最大危険時：常時，地震時の各ケースの中で 
危険な計算結果のケースのみ表示します。 
③最大危険時：全てのケース中で危険な計算結果のみ表示し 
ます。 
④荷重ケースの選択：計算した荷重ケース中から表示ケースを 
選択します。下欄の荷重ケース項目より表示ケースを選択しま 
す

各項目を選択して、<プレビュー>ボタンをクリックします。

F8出力編集ツールが起動し、詳細報告書のプレビューが表示
されます。
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3－4　数量計算書
擁壁の数量計算書（「コンクリート体積」・「型枠面積」の数量算出過程と総括表を表記）を出力します。

種別
コンクリートおよび型枠の種別を設定します。
 *本設定は数量計算書の総括表に反映します。

書式
総括表および数量算出過程での表記書式（「小数点以下桁 
数」と「まるめ」）を設定します。 
・「小数点以下桁数」には、小数点以下の桁数を入力します。 
・「まるめ」は、「四捨五入・五捨五入・切り捨て・切り上げ」か
ら選択します。
・総括表には、竪壁と底版の「コンクリート体積」および「型
枠面積」と「鉄筋質量」を表記します。
・数量算出過程は、竪壁と底版のそれぞれの「コンクリート体 
積」・「型枠面積」の算出過程を表記します。
・鉄筋質量には、擁壁に配筋された鉄筋の質量「D6～D13、 
D16～D25、D29～D51」を表記します。
・「図面作成モード」において「鉄筋生成」が行われていない
場合には、鉄筋質量は「０」と表示します。

各項目を選択して、<プレビュー>ボタンをクリックします。

F8出力編集ツールが起動し、数量計算書のプレビューが表示 
されます。

章番号と見出し文字の編集
章番号と見出し文字列を編集するにはツーリーウインドウの見 
出しをダブルクリックしてください。 
ダブルクリックをすると章番号と見出しの編集画面が開きま 
す。
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計算結果を計算書形式で出力します。

ファイル-スタイル設定
表紙、目次の追加、ページ情報の設定、文書全体の体裁を設定 
するための機能があります。

ソースの編集
ソースを編集することができます。

ファイル-ファイル出力
F8 出力編集ツールでは出力形式として、テキスト形式（TXT)、 
HTML形式（ HTM,HTML)、PPF形式（ PPF)、WORD形
式 （DOC, DOCX)、EXCEL形式（ XLS, XLSX)、PDF形式 
（PDF)、一太郎形式（JTD、JTDC)に保存できます。

ファイル-印刷
現在表示している文書を印刷します。
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4　図面を作成する
図面作成を行います。

4－1　基本条件
図面作成モードの基本条件の入力を行います。

｢図面作成｣ボタンをクリックします。

「詳細設定」ボタン
「一般図」・「開口部」・「水抜き穴」を作図する場合や、かぶ 
りや配筋に関する情報などを確認・修正する場合にクリックし 
ます。 
「形状」・「かぶり」・「鉄筋」のボタン有効となりますので、各 
ボタンクリック後に表示される各項目画面を入力・修正してく 
ださい。すべてのボタンの左側が「緑」に変わった（入力済みと 
なった）段階で図面生成が行えます。

「自動設定」ボタン
設計計算が終了した直後の条件で図面生成を行う場合にク 
リックします。
本ボタンがクリックされると鉄筋情報生成・図面生成・図面確 
認の起動までを自動で行います。
本ボタンによる「鉄筋情報生成・図面生成・図面確認の起動 
までの自動実行」は、「開口部」・「水抜き穴」が「作図しな
い」 と指定されていた場合に行われます。

<自動設定>をクリックします。
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4－2　図面確認
生成した図面の確認および編集、出力を行います。

4－3　3D配筋生成
３Ｄ配筋図を３次元空間上に描画します。配筋データの表示状態や視点位置等は操作して様々に変更することができます。

｢編集｣ボタンをクリックします。

表示機能
図面の全体表示や拡大表示が行えます。

編集機能
図形・寸法線・引出線の移動が行えます。

出力機能
ＳＸＦファイル・ＤＷＧファイル・ＤＸＦファイル・ＪＷＷファイ
ル・ＪＷＣ ファイルへの出力、および、プリンタやプロッタへの
印刷が行えます。
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5　設計調書を作成する
設計調書を作成します。

｢設計調書｣ボタンをクリックします。

スタイル設定
出力するテンプレートが登録されているテンプレートリスト名 
の選択と、印刷時の各種設定を行います。 
テンプレートを選択するにはテンプレートリストの中から、出 
力するテンプレートが登録されているテンプレートリスト名称 
をクリックします。 
テンプレートを選択して、<閉じる>ボタンをクリックします。

印刷プレビュー
テンプレートを選択して、ダブルクリックもしくは、印刷プレ 
ビューボタンをクリックします。
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6　基準値を決める

6－1　計算用設定値

出力
プリンタ、HTMLファイル、EXCELファイルに出力します。

*Excel 97-2003 f i les (*.x ls)ファイルに出力する際には 
Microsoft(R) Excelがインストールされている必要がありま
す。 
*Excel files(*.xlsx)に出力する際にはMicrosoft(R) Excel2007 
以降がインストールされている必要があります。

※推奨はMicrosoft(R) Excel2007以降

メニューバーの｢基準値｣をクリックします。

適用基準毎に安定計算に用いる安全率、コンクリート・鉄筋・ 
構造用鋼材の許容応力度、許容応力度の割増係数、基礎設計 
時の荷重扱い、地震の影響を考慮するときのＰＣ杭及びＰＨＣ 
杭のコンクリートの許容曲げ引張応力度、土質定数等の設定
を確認できます。
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6－2　図面生成条件
各図面を生成する際の諸条件の指定を行えます。

6－3　図面作図条件
図面生成時に使用する基準値や書式などの「作図条件」の確認・修正を行えます。

「配筋図」
配筋図を生成する際の諸条件の指定を行います。「配筋図」ボ 
タンをクリックして諸条件の確認・修正を行ってください。な 
お、擁壁のタイプにより内容が異なります。

「一般図」
一般図を生成する際の諸条件の指定を行います。「一般図」ボ 
タンをクリックして諸条件の確認・修正を行ってください。な 
お、擁壁のタイプにより内容が異なります。
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7　ファイルに保存する

メニューバーのファイル(F)より「名前を付けて保存」を選択し 
ます。

任意のフォルダを指定して保存します。既存データを「上書き 
保存」にて書きかえることも可能です。
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